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１９４５年太平洋戦争の末期、沖縄に上陸した

米軍と日本軍との激しい地上戦が行われ、日米合

わせて２０数万人が亡くなった。この沖縄戦から

今年で７１年目を迎えたが、全国の米軍基地の７

４％がいまだに沖縄県に集中しており、基地があ

るがゆえに起こる事件・事故などで県民の生命・

人権・財産は今でも脅かされ続けている。 

連合は、沖縄戦から７１年目となる慰霊の日（６

月２３日）にあわせ、６月２３日・２４日の２日間、

２０１６平和行動 in 沖縄を開催した。連合福島から

は、派遣団として郡山地区連合の安藤議長を団長に

７名が参加した。 

 １日目の「２０１６平和オキナワ集会」は、那覇市民

会館大ホールにおいて、全国から構成組織・地方連合会

あわせて約１,３００名が結集し開かれた。集会では、沖

縄戦の実相とその

悲惨さや平和の尊

さを学び、参加者

全員で今後も粘り

強く平和運動を推

進して行くことを    

誓い合った。 

２日目は各地方連合会の要望が組み込まれた「ピースフィル

ドウォーク」に参加し、沖縄戦の激戦地となった嘉数高台公園

や在日米軍海兵隊の普天間基地、更にはアメリカ空軍の嘉手納

基地や沖縄県平和祈念資料館などを視察した。その後、連合主

催の「在日米軍基地の整理・縮小」「日米地位協定の抜本的見

直し」を求める集会に参加し、県庁前県民広場から牧志公園ま 

でデモ行進を行ったあと、帰路に就いた。 
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連合 201６平和行動ｉｎ沖縄 

沖縄県平和祈念資料館前で 

平和行動 in 沖縄に参加された連合福島派遣団の皆さん 

デモ行進をする連合福島派遣団の皆さん 

デモ行進前の集会会場にて 


